
-
J

rf

、

、

5 万分の 1 地質図幅

説明書

ρE弘

前
ーー~

ヌじ

(網走ー第 56 号)

北海道開発庁

昭和 39 年



庁

回附 ~4菅何 --mmI-F岨川町、 t

1・ 1112 ・ ~ffi
組1: 1 国fs22362735h1a 8J 網走

3013113218,111GHJ
lm~ 36112113114115 内且 11 品酬
司meω 20ID 122J23124't1m6
42143144131132133134135131131
41148 “ 42143144145141141J4m91~

トSーii→口5三1 +エ52エ4-5ZZ3ふ5J453S455 悶 5; ISii5S 鈴1811 Itl8~~4
.W...L~・ -"-1-1-1 i13m5I111[a]II!!I!!.Wl!llW
6tiIOMHi2Tl3Tilll51115118111!18 Tm20 121!ZZI2311 &2i1lJn目
r7、 l1jlJ mT 21 1221z3l24125J2112813・ m:f2lffi34L351:t~国閣爾
~27L28ln 鋪 3113213313414・ 41 語 431441 45-時8' 141i柑141

韓国m1Jjlli1!4aI411 4Z1431441451501511521531 54，閣
1&~9u.rn 岱~5515~15&15115a!51 j.§ O
1158mT~ 同Zmmmnlu

四lSi瞳 "r極II量「伝6子1佐陪到札冒廿.... ,w: J'lDJa--mmma銅l 路

凹 内r¥.ョa・，宮.，.川町 畑一 川市- 戸間

晴、
~川M唱2、~



占uι

'吊 yじ

(網走一第 56 号)

北海道立地下資源調査所

技術吏員長谷川 潔

嘱託渡辺 順

北海道開発庁

昭和 39 年 3 月



この調査は，北海道総合開発の一環である、

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである。

昭和 39 年 3 月

北海道開発庁
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5 万分の l 地質図幅 4持
説明書付3

ヌ( (網走一第 56 号)

北謝道立地卜資源調査所

技術吏員長谷川 潔

嘱託渡辺 順

はしがき

この凶幅説明書は，昭和 35 年から附不I] 37 年までの 3 午IBJにわたり，延約 200 H を

費して行なった野外調査の結果を，取りまとめたものであるの

野外調査には，著者らのほかに，北海道立地下資源調査所三谷勝利・石山昭三・熊

* *本大学高橋俊正，北海道大学相馬恒夫・古出勝・西村豪，北海道開発局安藤久男の存

氏に援助していただいた。また，無加川流域については北海道立地下資源調査所洞匂

純俊氏，藤原哲夫氏の調査資料をいただいたり

報告に入るに先だち，資料を提供していただいたかたがた，野外調査を援助された

かたがた，および野外調査の際にし、ろいろ便宜を計らっていただいた置戸常林署・足

寄営林署・北見林務署・京高鉱~ IIに深く感謝する。

I 位置および交通

この凶i[J高地域は，東経 143°15'-143°30'，北緯 43°30'-43°40' の範凶であって， 北

見固と十勝国にまたがっている。

行政的には，閃II屈の北部与えの大半が常ι郡置μUfJに入り，市吉Ij~与の大部分が足寄郡

足寄町の管轄になっている。このほか，凶l隔の北西隅が常呂郡留辺薬町に，南東|判が

足寄郡陸別町に入っているつ

図1隔の北西部，無加川にそっては国道 39 号線(通称大雪国道)が敷かれており，パ

スが通じ，交通が便利である。その他の地域でも，乗物の便こそないが，主要な河川

にそって， トラック道路が整備されている。

*調査当時は北海道大学に在籍中

-1-
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こ の 地 域 は 山 岳 地 帯 に 属 し ， 西 ク マ ネ シ リ 岳 ( 標 高1 ， 5 8 5 . 9 m )を は じ め ， 東 三 国

山 ・ 中 山 ・ 幌 加 山 な ど 標 高8 0 0 m以 上 の 山 々 が 並 ん で い る 。 一 方 ， 凶 幅 内 の も っ と も

低 い 地 点 は ， シ イ ト コ ロ ) I I の 流 域 で ，3 0 0 mの 標 高 で あ るc な お ， 無 加 川 や 美 里 別 川

で は 標 高6 0 0 mで あ るD

一 般 に ， こ の 地 域 は 侵 蝕 作 用 が 進 ん で お り ， 起 伏 に と ぼ し い ゆ る や か な 丘 陵 性 の 地

形 を し め し て い る 。

河 川 に そ っ て は ， 平 坦 面 が 形 成 さ れ て お り ， 無 加 川 や シ イ ト コ ロ 川 流 域 で は 農 耕 地

と し て 利 用 さ れ て い る 。 現 在 み ら れ る 平 坦 面 は ， 大 部 分 が 沖 積 世 の 段 丘 で あ るo 洪 積

- 2 -



世の段丘はその背後にごく小規模に残されているにすぎないD

水系としては，美里別川は太平洋に向かつて流れるが，無加川・シイトコロJl1・ユ

イトコロ川は途中で合流し常呂川となってオホーツク海にそそいでいる。

III 地質の概要

凶幅内には，中生代，新第三紀および、第四紀に属する，各種の地層が分布している口

なかでも，この地域内でもっとも広く発達するのは，新第三紀中新世から鮮新世にか

けた時代の，堆積岩類や火成岩類である。

図幅内でもっとも古い地層は，日高累層群に属する粘板岩・砂岩である。この地層

の地質時代は，中生代のジュラ紀と考えられている。

このジュラ紀層を不整合におおって，新第三紀の地層が広く分布しているの新弟三

紀層は，大まかにみて次のように 5 区分される。最下位が喋岩層，上位にグリーン・

タフ層，熔結凝灰岩層，凝灰岩層，そして最上位が安山岩熔岩である。このおのおの

の聞は，すべて不整合である。この 5 区分のうち，化石などの証拠はないが，岩質の

対比からみて，下位から 3 層目の熔結凝灰岩までは中新世，上位 2 層は鮮新世と考え

られる。大まかに中新世層と鮮新世層の分布状態をみると，図 i福中央部で南北に走る

断層を境として，その西側にはおもに中新世層が，東側には鮮新世層が分布しているの

第四紀層としては，熔結凝灰岩，段丘堆積物，崖錐堆積物などがある。このうち熔

結凝灰岩をのぞけば，いずれも発達の規模が小さし、。熔結凝灰岩には，図幅北西部の

稜線をおおって広がる熔結凝灰岩と，図幅東部の谷を埋めて堆積した熔結凝灰岩の 2

種類がある。どちらの熔結凝灰岩も，噴出源がまだ知られていなし、 D 段丘堆積物とし

ては，小規模ながら，各 J口j川にそって，現 j可床より 15~20m 高い段丘と， 100m 高い

段丘の 2 段の堆積物がみとめられる。

この地域の地質構成は，第 2 凶に表わしたとおりである。

VI 中生代の地層

IV.! 日高累層群

この地層は凶幅の西部地域に分布しており，おもに粘板岩から構成されている。な

お，粘板岩中には砂岩が少量ふくまれている。

一般に，粘板岩には片理が発達し，千枚岩状の部分も少なくなし、。また，砂岩はレ

一 3
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地層名|柱状図

現 ~uS 床堆積物 lT-zJふぷ一一
I~o~~·;_~~~~_~_~~←ー守山・砂・喋

崖錐堆積物 l役中争下竺?竺一

f手持伊榊?学
置戸火山灰層 I";;"~::"(，，，い: '~~ ;'J 火山灰・砂

れもよ~ぷ広ん臼よ1

第 2 段丘堆積物 I~~~~o:ci 一二ぬぷI iJt ・砂・蝶
ー+々.，..0;'雪‘o\I5C"'"c 0三人事、""コ。.

第 1 段丘堆積物!議採弱 i尼砂喋
勝山熔結凝灰岩 lコ川1，;，:.二γム Jd 石英安山岩質熔結凝灰岩

p.;町村月伊予1
無加熔結凝灰岩 F;，じJγ:，::ぺ(:o.~:~ 石英安山岩質熔結凝灰岩

トFぉ斗￡ぷ火ム.;.~

I f\.~ ~ハペ~ ~ AI I 新期石英組面岩
中 山 熔 岩 li2公2J 1\ 1 普通輝石しそ輝石安山岩

お何~ "*'Y. ,la-" I 7=-...-1'.1,<-4 I叫ん砿鵡
クマヰ、シリ熔岩 IV;V"V'\I~' vvl 普通輝石しそ輝石安山岩|合しそ輝石かんら

-~:. ~V YYVVy'~ 1 ん石玄武岩

ウコオビ熔岩|出 Utl 普通輝石し禍石安山岩
新 l ‘い竺- ~- -;;--き京 l 三一

ホロカトコロ熔結凝灰岩 EH 示子士三竺 Jノ、リ質岩

じ切吋竹約千手 i
オンネアンズ沢層広三つ冷日 :51 凝灰岩・砂岩

民主与さ主三妥当|

山:;';-三~:~-~云右 1J j尼岩

トコロ JII 層昨汗加刈凝灰集塊岩
以J:υ っ i に·，， 1 凝灰岩

伴内品川何~

ヌカナン熔結凝灰岩ド 'νλ〆ム..♂，~ 'o-·~:- 戸「何?竺穴'.叶;
〉持告み山付ん叫 4r:t- ‘

美里別熔結凝灰岩 I~;::::~';::~~f;~;i;~;:~:;~:I 石英安山岩質熔結凝灰岩 12E22粗面岩

昨年三芦~~~ u~ ， I ..~ 17 -7 _ ,:.'F;='I ~ I プロピライト
ニイトコロ川層 kk汁市%三三|グリーンタフ・泥岩 l 石英閃緑岩

上支湧別層内線側磯岩

代 質 その他

沖
積
世

ご並
】、

積

世

鮮

黒曜石

世

中

新

世

日高累層群 粘板岩・砂岩

第 2 図模式柱状図

ンズ状になっており，地層の走向・傾斜は測定できなし、。片理は， N-S ・垂直の走向，

傾斜をしめす部分が多い。

*図幅の西辺部では，粘板岩中に花崩岩が喋状になってはいりこみ，一見磯岩にみえ

*この花崩岩は，白滝構造線にそって近入している雲母花闘岩と同質である。(上支

湧別図幅参照)

-4-



るような岩相が形成されている。この岩相の部分は，粘板岩がひどく庄砕されており，

正確には， 1環岩でなく圧砕岩といわねばならない性格のものである。

凶幅地域に分布する地層は，日高累層群のなかの，どの層群に属するものであるか

は不明である。ただ，粘板右がひじように多く，そのなかに含まれる砂岩が，黒色細

粒な硬砂岩であるという点からみれば，この地層は，累層群中最下位の中ノ川層群に

属するものでなかろうかと思われる。

V 新第三紀の地層

第三紀層としては，上支湧別層・ニイトコロ川層・美里別熔結凝灰岩・ヌカナン熔

結凝灰岩・トコロ川層・オンネアンス沢層・ホロカトコロ熔結凝灰岩の 7 )替がある門

このうち，上支湧別層と，おもにグリーン・タフから構成されるニイトコロ川層・美

里日Jj熔結凝灰岩の 3 層は，あきらかに中新世の地層であるのまた，ヌカナン熔結凝灰

岩は，この図幅の南方で，同一地層とみなされてきた凝灰質泥岩のなかから，中新ttl:

をしめす植物化石が発見されている。トコロ川層は，ヌカナン熔結凝灰岩を不整合に

おおって広がる石英粗面岩質凝灰岩層である。この地層は岩質からみて，十勝地方の

鮮新世層に対比されると思われる。しかし，最上位のホロカトコロ熔結凝灰岩も，鮮

新世上部とされている安山岩熔岩に不整合におおわれているので， トコロ川層は鮮新

世の下部，または中部と思われる。

V.I 上支湧別層

この地層は，図幅中央部のやや西よりの位置で，日高累層群と次にのべるニイトコ

ロ川層を境する断層の中にはさまれ，ごくかぎられた範囲にだけ分布している巴

上支湧別層は喋岩層であって，喋種は粘板岩・砂岩が大部分である σ また，まれに

花尚岩や安山岩の擦もみられる o

北海道中央地域全域にわたって，この上支湧別層は新第三紀の最下位の地層である o

V.2 ニイトコロ川層

ニイトコロ川層は，図幅の西半分に広く分布しており，おもにグリーン・タフから

構成される地層である。

一般に，分布範囲内の，西半分には泥岩をはさむグリーン・タフ層が分布し，東半

分には軽石を多量に含むグリーン・タフ層がみられる。この地層内には，各所に断層

が発達し，またプロピライトの道入などがあり，この両者の層位的関係は不明である口
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地層は，一般に東傾斜なので，軽石を含むグリーン・タフ層が上位でなかろうかと思

われる。

まえにのべたように，この地層中には多量のプロピライトがみられるが，その大部

分は遁入岩である。プロピライトの岩質は，緑泥石化作用が弱く，むしろ安山岩に近

いものである。

V.3 美里別熔結凝灰岩

図幅の南西部，美里別川の上流地域に分布している o

この地層は，厚い石英粗面岩質熔結凝灰岩を主体にしている o また，そのなかには

少量のグリーン・タフや黒曜石がはさまれている。熔結凝灰岩は，暗灰色~灰緑色を

しめし， O.5mm 大の石英と斜長石を斑晶とし，その間をガラスが埋めるものであ

る。一部には，熔結凝灰岩中に， 1cm.......，3cm の優白岩や安山岩の角礁を多量にふく

み，角磯凝灰岩状の外観をしめす部分もある。

美里別川流域でみると，ユイトコロ川層と美里別熔結凝灰岩の関係は，ニイトコロ

川層が N-S ・ 500W の走向・傾斜をとり，美里別熔結凝灰岩が，その上位に整合的に

接するようにみうけられる。ただ，その直接の接触部は不明である。東隣りの石狩岳

図幅では，土居繁雄が，熔結凝灰岩が下位であるとのべている。この両者の関係につ

いては，なお検討する必要がある。

V.4 ヌカナン熔結凝灰岩

この地層は，図幅南部のヌカナン川流域，美里別川流域およびニイトコロ川上流地

域に分布し，美里別熔結凝灰岩を不整合におおって広がる熔結凝灰岩層である。

この地層は，熔結凝灰岩を主体にしているが，中にレンズ状に数枚の膿岩層をはさ

んでいる。熔結凝灰岩は，黄褐色~陸色でひじように堅硬である。斑品として斜長石，

しそ輝石，普通輝石をふくむ石英安山岩質のものである。

この熔結凝灰岩は，図幅地域から美里別川にそって，より南方に広がっている。芽

登温泉の南方では，この地層と同一層とみられてきたタウシュベツ層から，中新世を

しめす植物化石が発見されている。

V.S トコロ川層

トコロ川層は，下位の地層を不整合におおい，図幅のほとんど全域にわたって，広

く分布している。

この地層は，石英・黒雲母・軽石を多量にふくむ石英粗面岩質凝灰岩を主体にして
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いるつシイトコロ川流域では，この地層をさらに 3 部出に分けることができる。下位

は，ごく少量の凝灰質砂岩をはさむが，大部分は均質な凝民行である o 11~位は，シイ

トコロ川とホロカトコロ川の分岐点付近に露III し，凝灰岩・凝灰質集塊店の互層であ

る。なお，凝灰質集塊岩の右i鬼は， しそ輝行持通輝イi安山岩であるの上位は鹿ノ f沢

付近にみられ，凝灰右・凝灰白砂FJ，泥むの立問である。 tJ己主 f も，黄褐色~赤褐色の

硬貨な凝灰質j尼岩である。

一般に，地層はゆるく東に傾斜している。

V.6 オンネアンメ;沢層

凶i幅北東部のオンネアンズ沢流域と，凶 II!日 IH 東部のウコオビ川上流地域に分布して

いる。

才ンネ/ンス 'v (J肩と，そ j) 下位の卜コロ川)廿とは|国卒、川、整合の関係いあるが，その

角度はひじようにゆるく，整合に近い。

この地層は，軽行や安山右の陳を多量にふくんだ陳氏の凝 1;)( 右である。地層の厚さ

は， 150m 前後である。この凝灰岩は，熔結凝灰右とまではいかないが， :{~.基 III に部

分的にガラスが発達し，凝灰岩と熔結凝灰岩の Ip 間の性質をしめている。そのため露

出の状態も普通の凝灰岩とはやや異なり，鹿ノ子れの上流にみられるように，切り立

った崖をつくりやすい。

V.7 ホロカトコロ熔結凝灰岩

この熔結凝灰岩は，常 1-. 部落北方の標高 1 ，017m の山を形成して広く分布してい

る。このほか，オンネアンズ沢上流やウコオビ川上流など， 1'S lr恒の東半分地域に，て

第 3 図 ホロカトコロ熔結凝灰岩中の球カ石
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んてんとみられる。

この地層は，流理構造の発達した琉璃質岩と，多量に球か石をふくんだ破璃質岩と

から構成されている。そのなかには，凝灰岩の要素がまったくみられなし、。このよう

に，この地層は，厳密には熔結凝灰:白と名付けられるものではなく，むしろミガラス

流ミとでも呼ばれる性質をもっている。また，悶'II日北東部に分布するこの地層中には，

黒曜石がはさまれている。

この熔結凝灰岩の噴出地は， I司幅北東部の黒曜石をふくむ付近と思われる。

VI 新第三紀の火成岩類

図幅地域内の新第三紀火成岩としては，石英閃緑岩，古期・新期の石英粗面岩，お

よび安山岩類などがある。このほか，ニイトコロ川層中に没入しているプロピライト

や，ガラス流の性格をもっホロカトコロ熔結凝灰岩なども火成岩である。しかし，こ

れらについては前にのべたので，ここではふれない。

新第三紀の火成岩類のうち，安山岩類以外の火成岩は，すべて注入岩である口これ

ら火成岩類の活動時期は，石英 i}司緑岩が中新世の火成活動によるのもであり，安山岩

類と玄武岩類が鮮新世の活動である。古期・新期の石英粗面岩は，互いに岩相が異な

っている。古期石英粗面岩は，後にのべるが， N700E 方向の中新世に形成されたと

みられる断裂にそって近入しているので，中新世の火成岩と考えられる。新期石英粗

面岩は， トコロ川層を貫ぬくというだけで，活動時期を決める資料はなし、安山岩類

中に道-入している石英粗面岩はみあたらないので，いまのところ，この活動時期を，

鮮新世の安山岩熔岩の活動以前としておく。

なお，図幅地域には，第四紀とみられる火成岩は分布していない。

VI.l 石英閃緑岩

石英閃緑岩は，シイトコロ川上流の図幅西端部で，日高累層群中に注入しているの

がみられる。このほか，春富鉱山の鉱床付近で，ニイトコロ川層中に小規模な岩体が

遊入している。

シイトコロ川上流の岩体についてみると，同一岩件内で岩相の変化が多く，閃緑岩

~石英閃緑岩~石英閃緑ひん岩と多様である巴粒度も粗粒~細粒と変化が多い。

一般に，石英閃緑岩の主要構成鉱物は，石英・斜長石・角閃石である。角閃石に

は，結晶の中心部に普通輝石を残していることが多 L、。この主要構成鉱物 3 者のな

かで，石英の産状は他と異なる。粒状になってほかの鉱物の問を埋める場合，ほか
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の鉱物よりいちじるしく大きく斑状に生長している場合，また ifnI三石を置き換えて

いる場合などいろいろであるり

顕微鏡下で観察すると，鉱物組合せが ， :r~~!. J三石・普通輝石岩-{f;'!長石・普通輝石

.角関石岩ー斜長ニ7 ・角関石・石英岩と閃緑岩から石英関緑号、までの変化の状態が

たどられる。

第 4 図 閃緑岩の粗粒相と細粒相

この石英閃緑告は，石狩岳凶幅内の二宮吏~JJ，ユニ石狩岳などを構成する石英閃緑岩

*とともに，中新世に形成された上支湧別構成線にそって道入する岩体の一つであるの

VI.2 古期石英粗!面岩

凶i隔の西部，シイトコロJl I の支流赤盤丹沢に露出しているむこの石英粗面岩は，日

高累層群やニイトコロ川!番中に道入しているが，まえにのべたように，大部分の岩体

は， N700E 方向の裂濠にそって道入しているの

この石英粗函岩は，灰白色で斑品がかじように少ない岩質である。斑品はおもに石

英と斜長石であるの有色鉱物としては，暗緑色の鉱物がみられる。この鉱物名は未決

定である。

VI.3 新期石英粗弱岩

本石狩岳図幅参照
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美里別川上流や，上ホロカトコロ川下流地点などに分布しているo

この石英粗面岩は，特徴的に流理構造が発達し，そのうえ斑品がひじように少ない。

第 5 図新期石英粗面岩 (20x)

顕微鏡で観察すると，斑晶はほとんど斜長石だけである。石英の斑晶は，ごく稀

にみられるだけである。石基は珪長構

73.93
1

1 CaOSi02 1.96
造をしめ L，斜長石，アルカリ長石，

Ti02 3.49

鱗珪石などからなり立っている。
AhO 13.06 2.18

この岩石は斑品が斜長石だけという， Fe203
0.12

珍しいものである。すでに，浦島・勝 FeO o 2.14

井によって報告されており， ー斜長流紋 孔1nO Tr
0.82

岩、と名付けられている口勝井による分 MgO ハU ムq門t ι・total 99.79

析値は右表のようである。 分析者:勝井義雄

VI.4 集塊岩脈

図幅のほぼ中央部に，幅 1km で南北にのびる集塊岩の大岩脈が，トコロ川層中に道

入している。

この集塊岩は，安山岩塊の間を安山岩熔岩が埋めているもので，正確には白破砕熔

岩 (Autobrecciated Lava) と呼ぶのがほんとうである。この安山岩は，普通輝石し

そ輝石安山岩である。

VI.5 ウコオビ川熔岩

この熔岩は，ウコオビ川上流やエオマピリベツ川上流などにみられるが，次にのベる

クマネシリ熔岩におおわれており，沢にそってごく小範囲に露出しているにすぎない。
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岩質は， I民黒色で板状節理が発達する，普通輝石しそ輝石安山岩である。この熔岩

は，クマネシリ熔岩と岩質が類似しているが，クマネシリ熔岩よりも斜長石の斑品が

大きく，量もはるかに多い。ここでウコオピ川熔岩に一括したが，エオマピリベツ川

上流ではアノーソクレスをふくむ安山岩がみられる。

VI.6 クマネシリ熔岩

グマシネリ岳(標高 1 ， 585.9 m) を構成して標式的に発達するほか，図幅の東半分，

ほとんど全域にわたって広がり，悶幅のなかで，もっとも大規模に発達する火成岩で

ある凸

第 6 図西クマネシリ岳

この熔岩は，特徴的に板状節理が発達している。なかには，鉄平石として石材にな

るほどみごとに節理が発達した部分がある口

この岩質は，駒黒色の，ち密で流理構造が発達した普通輝石しそ輝石安山岩であ

る。斑品は，一般に少ないが，科長石， しそ輝石，梓通輝石などがみられる c なかに

は，斑品がしそ輝石だけの部分もみられる凸

クマネシリ岳の頂上から南東方にむかつて，標高 1 ， 350 m 前後のみごとな平坦面が

発達している巴この平坦面は熔岩の流理構造と平行である巴また，付近にはこの高さ

の平坦面がみあたらないので，この平坦面は熔岩の流走面であり，熔岩台地のなごり

である可能性が大き L 、。このクマネシリ岳以外では，火山形態らしいものを残す所は

みあたらない。

なお，クマネシリ岳の頂上は，この平坦面の上に重なる安山岩熔岩によって構成さ

れているが，この安山岩熔岩は， ドーム状の形態をとっている c
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第 7 図 クマネシリ熔岩の板状節理

VI.7 かんらん石玄武岩

ホロカトコロ川上流など，数カ所に分布している。大部分は岩脈である。

黒色，ち密でやや粗粒な岩質である。斑品には，斜長石・かんらん石・普通輝石が

みられる。

第 8 図 かんらん石玄武岩 (20x)
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VI.8 合しそ輝石かんらん石玄武岩

凶幅東部にある中山の山)j主に，この小岩体がみられる。産状は，熔岩流であって，

次にのべる中山熔岩に，おおわれているようにみうけられる凸

右質は，灰色，ち密でひじように硬く，また斑品もほとんどみられないロ

この玄武岩を顕微鏡下で観察すると， lYE品として少量のかんらん石がみられる。

石基はインター・サータノレ構造をとり， しそ輝石，普通輝石，斜長石から構成され

ているの

第 9 図 合しそ輝石かんらん石玄武岩 (20x)

VI. 9 中 I[! 熔計

この熔右は， Ij1 山や束三/J4山などを構成し， クマネシリ岳熔むをおおって広がる，

合かんらん行しそ断行斤通路tl行安山岩であるヮ

この熔去の下位には，かなり厚い，凝灰白と i疑 l火戸当時むのii!首がともなわれている。

右民は， it白灰色~灰色，ち宿~多~ll"I と ••~様である。また，一般に版状節 j型が発注

しているのこの俗むの f)11111 は， l~、↓長イ i .if)喧附行・しそ怖行であるが，このほか，か

んらん石を少量ふくんでいる。

VII 弟四紀の地層

回[II! 副也 j戒の第四紀 !1? としては，知 fJlt 的拍 i疑!κIJ ， l時山:t ii 起;1ソ〈日， i2 丘堆積物，置 r i

火山灰層および出錐堆積物などがある。これらのうち ，，!!\r) Jll 熔結凝灰岩，勝山熔結凝

灰岩は，第四紀の火成活動によるものでありながら，そのIt\所はまだ知られていない。

段丘堆積物には，第 1 段丘:L it 積物と第 2 段丘耳 i~ 詰物の二つが l正分される。一般に，凶
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*日地域では段行:の完Jrが店;く，河川にそって小規模な段丘が，てんてんとみられるに

すぎない。

VII.1 無加 f存結凝灰岩

図幅の北丙部に分布し， トコロ川層やニイトコロ川層などを不整合におおって広が

っているの

この熔結凝灰岩は，灰白色，ち密な岩 11 で，石英，斜長石， J旦雲母，普通輝石を斑

品としてふくんでいる。また，一部には球か石が形成されている。

この熔枯凝灰岩の上面は，標高 1 ， 000 m 前後の平坦面を形成している。また，熔結

凝灰岩の底両も，標高 600m 前後の平坦な面である。この底面となる標高 600m の而

は，段丘町であろうと思われる。

VII.2 勝山熔結凝灰岩

図qJ百の東部，シイトコロ川にそって発達し，谷を埋めて流れたような産状をしめし

ているの

この熔結凝灰岩は，厚さ 140m 前後であって，上・下 2 層に分けられる。下位部は，

節理が発達し，暗褐色，ち密な岩質であって，流理構造にそって，黒曜石のパッチが

並んでいる。上位部は，黄褐色で軽石を多量にふくみ，熔結度の弱い凝灰岩である。

この熔結凝灰岩には，政1:品として科長石・しそ輝石・普通輝石をふくむが，石英は

ほとんどみあたらない。

VII.3 第 1 段丘堆積物

現在の河床から，ほほ、 100m 高い位置に発達する段丘堆積物である。

上ホロカトコロ川流域では，比較的よく発達しているが，その他の地域では，段丘

の痕跡が残されているていどであるの

VII.4 第 2 段丘堆積物

現河床より 15 m--20m高い位置に，形成されている段丘堆積物である凸

この段丘は，大規模に発達しているところはないが，ほとんどすべての河川にそっ

て形成されている口

VII.5 置戸火山灰層

図幅北東部にごくわずか分布している。この地層は，ここから東隣りの小利別凶幅

の範囲にむかつて広がっているの
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第 10 図第 1 段丘と第 2 段丘

この火山灰層は，浮石を多量にふくんだ火山灰と火山灰質砂層とから構成されてい

るロまた，この地層は第 2段丘堆積物をおおっているが，沖積世の段丘には切られて

いる口

'VII.6 崖錐堆積物

中山の南斜面や美里別川上流など各地にみられる巴

崖錐堆積物の大部分は，沖積世の堆積物であるが，中山の南斜面やエオマビリベツ

川西方の稜線上に発達する堆積物は，現在の地形に切られているので，洪積世に形成

されたものと思われる。

VIII 変成岩

VIII.l ホルンフェルス

石英閃緑岩体の周辺には，熱変成作用によって形成されたホルンフェルスが発達し

ている。

シイトコロ川上流にみられるホルンフヱルスは，変成度の低いものであって，粘板

岩がやや褐色になり，珪質になっているていどである。顕微鏡下で観察しても，石英

と黒雲母が少量形成されているだけである。
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IX 地質構造および地史

この地域の地質構造や地史について，図幅範囲内だけの資料では，正確にのべるこ

とは難かしい口ここでは，この地域の地質構造と，地質の主体をしめる新第三紀中新

世と鮮新世の地史について，図幅内の資料で解析できる範囲でのべる。

IX.1 地質構造

地質構造としては，図幅の中央部で南北に走る断層と，凶幅の西部地域で東西方向

(正確には N700E 方向)にのびる二つの断層が， もっとも大きく目につく口

南北方向の断層は，図幅の北部から南部までつづく。この断層の東側と西側では，

地質の状態が異なっている。断層の西側には，おもに日高累層群とニイトコロ川層が，

東側にはトコロ川層が分布している。この断層は， トコロ川層までは切っているが，ー

その上位のホロカトコロ熔結凝灰岩にたいしては影響を与えていなし、。また，集塊岩

脈も，この断層に平行して発達していることが注目される口

東西方向の断層は，日高累層群とニイトコロ川層を境している断層である。この方

向の断層は， トコロ川層中にも小規模なものはみられるが，大規模なものはみられな

い。そのほか，古期石英粗面岩の道入する裂嘩，常上部落北方の鉱化勇断帯などの方

向も東西方向である。

図幅地域の地質構造は，この 2 方向の断層の組合せによって決定されている。この 2

方向の断層の形成機構や，相互の関係については，まだわかっていなし、少なくとも，

形成時期は異なっていると考えられるの東西方向の断層は，上支湧別構造線の形成に

関係して，新第三紀中新世に形成され，南北方向の断層は，鮮新世の初期または中期

と思われる。

IX.2 地史

図幅地域の地質は，グリーン・タフを主とするニイトコロ川層以後，そのほとんど

が，熔結凝灰岩などの陸性の堆積物である o このことから，中新世中期のニイトコロ

川層の堆積以後，途中一度鮮新世初期に陸性の堆積盆地が形成されトコロ川層が堆積

しているが，それ以外の時期は完全に陸地になっていたと考えられる。

次に火成活動についてのベる。

中新世グリーン・タフ時代の火成活動といえば，石英閃緑岩などもあるが，主体は

安山岩質プロピライトの活動である。この時期の末期には，火成活動の様式が変り，
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正i英安山!正;-民J)美里日IJ熔結i疑)氏岩，イj英粗面芋}の酸性宕類の活動になっているの rjJ新

II土木期から鮮新 i吐中期頃までは，石英安山岩質・正 i英粗面干;質の熔結凝灰むや凝灰岩，

また石英組面岩などと，このi時期は酸性岩の活動で、特徴づけられている口このすべて

の火成活動が，この l~IIJ討の範閥内で行なわれていたわけではないが，石英粗面岩やホ

ロカトコロ熔結凝灰宕などは，こみ地域内でl噴出したものである。

鮮新 l止の後期になると火成活動がまったく変り，安山岩や玄武岩の活動が旺盛にな

る。この安山岩は，分布状態，宕質の均質性などからみると，凶|幅全域をおおって広

がり，熔岩台地を形成していたと思われる。

第四紀では， 2 種の熔結凝灰岩が分布するが， j両者とも凶幅内で噴出したとはみら

れなし、。結局，この地域はー新第三紀で、火成活動は終わり，第四紀には，わず、かに西

部地域が上昇する傾動運動が，行なわれていたにすぎないと思われる。

X 応用地質

新第三紀中新世のニイトコロ川層には，金・銀床をはじめ，水銀鉱床，制・鉛・亜

鉛鉱床などの鉱徴がみられる。金・銀鉱床としては，現在春富鉱山が稼働中である。

水銀鉱床は，なお採;Wi;の余地があるが， Jlii] ・鉛・亜鉛鉱床は，ほとんど見込みがない凸

このほか，凶幅内には出炭や石材などの資源がみられる凸

X.I 金・銀鉱床

金・銀鉱床の鉱散は，次にのべる在国鉱山の周辺地域にだけみられる巴

春富鉱山

春富鉱山は，ニイトコロ川の上流に位 l賢し，国鉄油北線の置片駅から勝山巾私 jをが

て，西方 32km の地点であるの

この鉱山は，昭和 14 年に転 'fi が発見され，鉱 fAくの糸 u がつかまれた。昭和 16 年，

品興鉱山が設立されたロその後，昭和 26 年から本格的な採鉱および坑道抗 rrl 進が行なわ

れたの同年，住友金属鉱山株式会社の前身で、ある別子鉱業株式会社の所属となり，鴻

ノ舞鉱山の支山になった。その後， 2 号ijlι5 号 Ijl[( ， 6 号脈， 3 号脈，鹿見鉱 q) i({i干のlII H

*に開発された。昭和 38 年，鉱山は住友金属鉱山株式会社から二上覚明氏に移った。

この地域の地質は第 11 凶のとおりであるが，フ、ロピライトと呼ばれている安山岩，

本北見市
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**非鹿見鉱脈とよばれている。

*** 4 号脈が欠除
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第 12 図鉱脈分布図

1 石英脈 2 変質帯(I) 3 変賀市 (II)

銀l誌の 2 種がある。第 13l司は，この両者J) j圭状である。盟見 5 号 ~l医を観察すると，富

鉱部には， 1 次銀黒だけの富鉱部と， 1 次銀黒もあるがこれに多量に 2 次銀黒の加っ

た富鉱部の 2 種類があるロ後者は，前者にくらべて!王砕のはげ、しい場所である。今回

調査できなかったが，ti[見鉱脈群以外の N40QE }j向をしめす鉱脈は，ズリから判断

すると， 1 次銀黒に乏しく， 2i大銀黒が多いのではなかろうかと思われる。この点は，

今後検討する必要がある。

今回は，充分な調査を行なう余裕はなかったが，今後地質構造の解析を行ーなえば，

まだ多くの新鉱脈が発見されると思われる。

ホ

X.2 水銀鉱床

無加川の支流 43 号沢の沢頭に， 2, 3 カ所ピット掘りの跡があり，かつて探鉱され

ネ 造立地下資源調査所北海道技術史員藤原哲夫調査
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第 13 図鉱脈スケッチ

含金石英脈(一次銀黒部)とボサ石英部(二次銀黒部〉との関係(鹿見坑 5 号脈 20ML)

鹿見坑 5 号脈西部では一次銀黒縞を伴った含金石英脈が発達しているが，東半部で

は，その合金石英脈が広く角疎化されている。その角礁の基地はザラメ状のボサ石

英で充填され，この中に角礁を避けるような形態で，二次銀黒縞が発達しているロ

またこれに伴なって樹枝状のマンガン縞もみられる。

①一次銀黒 ①二次銀黒 ①含金銀石英脈部(破砕) ④ボサ石英 ①珪化岩質母岩

た形跡がある。掘跡には，辰砂をふくんだ，人頭大の石英脈の転石が多数掘り出され

ている白石英脈の品位は， Hg=0.1~0.3 '};である。

現在，鉱石は崖錐堆積物中の操として産出しているが，その付近のニイトコロ川層

は鉱化作用をうけているので，鉱石の源はその付近と考えられるo

辰砂をふくむ石英脈は，品位のうえで，今後期待されると思われない口しかし，基

盤は一帯に珪化作用をうけており，さらにその一部は，圧砕され泥土化している凸今

後，勇断帯の本体が発見されれば，そこには石英脈とは別に，粘土化部に鉱染する，稼

行可能な鉱床が匪胎する可能性があり，今後の精しい調査が望まれる。

また，常上部落北方のニイトコロ川層中に， N70
0
E 方向勇断帯が発達し，勇断帯に

そって珪化作用と黄鉄鉱の鉱染がみられる。また，なかに白鉄鉱の細脈がみられる。

この勇断帯に伴う鉱徴も，水銀の鉱散でなかろうかと思われる凸

X.3 銅・鉛・亜鉛鉱床

鉱床といえるほどのものではないが，春富鉱山の北東方に，銅・鉛・亜鉛の鉱散が

ある。また，かつて常盤鉱山として探鉱されたといわれている D

鉱徴がみられるのは， シイトコロJIlと上ホロカトコロ川の分岐点より，ほぼ 3km
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シイトコロ川ぞいに，さかのぼった地点から，南に分岐する沢であるのこの沢の沢口

から， 200m 上流地点と， 1km 上流地点の 2 カ所に鉱徴がみられる。

この付近の地質は，ニイトコロ )1))曹のグリーン・タフと，そのなかに挟まれる泥岩

とによって構成されている。鉱床は，この 2 カ所とも，石英脈が数本発達し，その石

英脈中に黄銅鉱・ょう銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄鉄鉱などをふくんでいたといわれ
(:2)

ている。

今回の調査では，現地が完全に崩壊しており，鉱床の状態はわからなかった。しか

し鉱床付近の母岩は，変質作用のうけかたがひじ工うに弱し、。この 2 ヵ所以外にも

石英脈がみられるが，その産状はオープン・クラックを埋める脈である。このような

点からみると，この地区の銅・鉛・亜鉛鉱床は，大きな鉱床に発展するとは考えられ

ない。

X.4 温泉・冷泉

4 句

〆 t

この地域内には，1:ホロカトコロ川中流のた昆ノ j君、と呼ばれている温泉と，常元

部落の冷泉(地元では常元温泉と呼んでいる)とがある。

鹿ノ湯

上ホロカトコロ川の，分岐点より 3km 上流に温泉が湧出

している。この温泉はと麗ノ湯ミと呼ばれており，ここには

現在置戸営林署の保養所が建てられている。

温泉は，第四紀沖積世の氾 i監原堆積物のなかから湧出して

おり，その温度はほぼ 25°C である口この温泉は，塩類泉で

ある。分析値は別表のとおりであり，湧 H::l量はかなり多量で

*鹿ノ湯温泉分折値

mg/l

HC03 141.5

Cl- 418.9

Fe3+ Tr

5032-

19.loss 852.0

P.H 8
あるっ

この地域の地質は，氾濫原推積物の下にトコロ ill)暑があるが， トコロ川層はごく薄

く，ほとんどすぐ下に，ニイトコロ ill層があると考えられる。また，この地点は，ホロ

カトコロ川中流・常上部落北方と東西方向でのびてくる断層の真上であるのこのよう

なことから考えると，温泉は，現在氾濫原堆積物の中から湧出しているが，その根元

は，ニイトコロ川層中に発達する断層にあり，湯は，断層を通って上がり， トコロ川

層，氾濫原堆積物をとおして地去にしみ出したと推論される。また，氾濫原堆積物中

*分析者，道立地下資源調査所北海道技術吏員佐藤厳
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では浸透水が加わり，温度が低下していると考えられる口

この推論が正しいとすれば，地下の断層にそう位置では，温度が上昇することは間

違いない。今後，地温測定なども加えて，温泉を対象にした精しい地質調査が必要で

ある。

常元部落

常元部落の南方タシイトコ口川の川原で，温度 20°C ていどの冷泉が湧出している。

かつては，付近の人達が湧かして利用したといわれているが，現在はまったく利用さ

れていない。

この地点も，鹿ノ湯と同じようなことが考えられる口すなわち，この付近に，川に

平行した断層が走り，断層を通って上ってきた湯が， トコロ川層や表土のなかをとお

って，地表に湧出しているのではないかと思われるの

X.5 石材

図幅地域内には，石材として利用することのできる岩石はひじ工うに多い凸

図幅の東半分地域に広く分布するクマネシリ溶岩は，ひじように硬く，砕石用に適

している。また，林道に面して露出し，採掘条件のよい場所も多いので，今後需用さ

えあれば利用可能である。

また，クマネシリ熔岩は，一般に板状節理が発達し，石は平板状に割れる。節理が

ひじようによく発達している部分はミ鉄平石ミとして装飾用の石材になる。ただし，

岩体内どこでも均質に節理が発達しているわけではないので，利用する場合は，あら

たに石材を対象とした地質調査が必要である凸

このほか，図幅内に広く分布しているトコロ川層は，浮石を主とする凝灰岩から構成

されている。この凝灰岩は，固結度もひじように弱いので採掘しやすく，軽量ブロッ

クなどに利用することも考えられる。ただし，多量にうるためには， トコロ川層の下

部が適しているが，露出地が上ホロカトコロ川流域となるので，やや立地条件が悪く

なるおそれがある。

なお，ホロカトコロ熔結凝灰岩中に黒曜石の厚さ 1mていどの層がはさまれている。

そのほか，図幅北東隅に発達する崖錐堆積物中には，黒曜石の岩塊が多量にふくまれ

ている。黒曜石が多いのは，北の北見富士図幅，東の小利別図幅の範囲である D
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale, 1:50,000)

TSUNEMOTO

(Abashiri-56)

By

KiyoshiHasegawaandJun¥Vatanabe

(GeologicalSurveyofHokkaidδ 〉

Resume

Themapareaislocatedinthemountainousprovinceofcentｭ

ralHokkaidδin aquadrangularareabetweenlongitude43ー30'to

43ー40'N., andlatitude143ー15'to143ー30'E..

Geology

Inthisarea, variousformationsarefounddeveloped, butthoｭ

seofMioceneandPliocene, bothofNeogeneperiod, arethechief

constituents. Thegeologicsuccessionissummerizedinthenext

table.

,. Pre-cretaceoussystem

Thepre-cretaceousformationiscomposedmainlyofclayslate,

andmakesthebasementcomplexofthisarea. Fromthelitholoｭ

gicalcharacteristics, thisformationisregardedasbelongingtothe

NakanogawagroupthelowermostoftheHidakasuper-group.

2.Neogenetertiarysystem

Miocene Themioceneformationsare divided, inascending

order , intoKamishiyubetsu formation , theNiitokorogawaforma-
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GeAolgoegic Stratigraphy Crustalmovement,igneousrocks

g2z.z>z Talusdeposits
Floodplaindeposits

官 2nd.Terracedeposits teilting

回口zS民自
1st.Terracedeposits

Katsuyamaweldedtuff

Mukaweldedtuff
haeugitebehayrpierstneneanbdaessaite

Andesitelava hyperstne nbgaolivine lt
erosion olivinebasalt

252Z

Horokatokoroweldedtuff

腎22E
developmentofthefault

Onneanzuzawaformation youngerliparite
erosIOn

Tokorogawaformation

4E→~.
erosIOn

Nukananweldedtuff developmentofthefault

Z28H2

Biribetsuweldedtuff
eros!on

。qiudpaerrr 。tpzly-ildpZEi1a ，t2oernrietIretaerizatton
Niitokorogawaformation

erosion
Kamishiyubetsuformation

eros!on

l:l帽円曲iωo 吋円。a 日 idaka super-group

、.

'Table: GeologicalSuccession

tion, the Biribetsuwelded tu 旺 and Nukananwelded tu 旺 The

Kamishiyubetsuformationiscomposedofthickconglomerates.and

isthelowermostbedamongvariousMioceneformationsdeveloping

inthecentralpartofHokkaido. TheNiitokorogawaformation

restsunconformablyontheKamishiyubetsuformation, andconsists

ofgreentu 百 intercalating asmallamount of mudstone. The

Biribetsuweldedtuffislipariticinlithology, andliesconformably

ontheNiitokorogawaformation. Obsidianisintercalatedinthis

tuffbed. TheNukananweldedtu 百 is composedmainlyofwelded

tuff , butitcontainsalsoasmallamountofconglomerates. This

formation, inthesouthernadjacentarea, isconsideredtochange

itselffromtheweldedtufintotu 百 and siltalternation, inwhich

UpperMiocenefossilsarediscovered.

Pliocene ThePlioceneformationsare divided , inascending
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order, intotheTokorogawaformation, theOnneanzuzawaformation

andtheHorokatokoroweldedtuff. TheTokorogawaformation

coversnearlywholeextentofthemaparea. However, it is

ratherthinwhencomparedwithitsvastextension, beingabout200

metersthick. Thelowerpartoftheformationiscomposedof

tu 旺， andthemiddlepartofalternationof tu ヨ and tu 百 breccia ，

whiletheupperpartis representedbyalternationof tu 百 and

mudstone. TheOnneanzuzawaformationconsistsofthicktu 百.

TheHorokatokorowelded tuffiscomposed of glass containing

spherulite. Strictlyspeaking, itisnotwelded tuff , butisglass

flow. Obsidianisalsocontainedinthisformation.

Igneousrocks Alloftheigneousrocksinthisareaarethe

productsoftheTertiaryactivity, andnoigneousrocksofQuaterｭ

naryperiodarefounddeveloped. TheMiocene igneous rocks

comprisequartzdiorite, andesite(so-calledpropylite)andtheolder

liparite. Themassesofquartzdioritearesurroundedbyhornfels.

ThePlioceneigneousrockscomprisetheyounger liparite, olivine

basalt, hypersthenebearingolivinebasaltandandesite. Among

them theyounger lipariteis representedbyplagioclaseliparite.

TheandesiteoccursinformoflavasspreadingoverthePliocene

sediments, andisdividedintotheUkobi , theKumaneshiriandthe

Nakayamalavas. Therocktypeoftheselavasisaugite-hypers-

theneandesite. Platyjointischaracteristicallywelldeveloped

‘ in theselavas. Theyareconsideredtobepouredout in late

Pliocenetimespreadingoverthewholepartofthemapareain

formofavastlavaplateau

3.QuaternarySystem

TotheQuaternaryformationsbelongtheterracedepositson

twolevelsaswellastheMukaandtheKatsuyamaweldedtu 百s.

Sourceoftheseweldedtu 百s， thoughtheyareveryyoung, isnot

clarifiedyet.
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EconomicGeology

IntheMioceneNiitokorogawaformation , mineralindicationof

suchoredepositsasgold-silverdeposits, copper-lead-zincdeposits

andquicksilverdepositsareobserved. A hotspringisfoundalso

inthisformation.

1.MineralIndications

Gold-silveroreisbeingexploitedinHarutomiMine. Mineral

indicationsof copper-lead-zinc deposits are observedatcertain

localitiesinthisarea. Theyare, however, representedmerelyby

pyrite-chalcopyrite-galena-zincblendequartzveinsofafewcentimeｭ

ters'widthfillingupcracksintheNiitokorogawaformation, and

areofnoeconomicvalue. Astoquicksilverore, cinnabarquartz

veinsarefoundinthenorthernpartofthismaparea, andcontain

0.1-0.3%Hg.

HarutomiMine Theoredepositsofthisminearecomposed

oftwolodes. Theoneisanepithermalgold-silverbearingquartz

veinembracedinthe 白rst shearedzonewiththestrikeofN70ー W,

andtheotherisalodestretchingalongthesecondshearedzone

withthestrikeofN40ー-60ー E. Theoreiscontainedintheso ・

called“ silver blackband"inthequartzvein. The“ silver black

band"wasformedintwodi 旺erent stages. Inthequartzveinof

thefirstshearedzoneareincludedboththeearlyandlatesilver

blackbands, whiletheearlysilverblackbandispoorlydeveloped.

inthesecondshearedzone. Thelodeinthefirstshearedzone

isnowbeingexploited.

2.Hotspring

Thereis hotspringcalled “Shikanoyu" inthenorthwestern

cornerofthemaparea. Itisabrine spring, andshows25ーC

temperature. Thehotwaterisbeingpourec1outfromtheTokoｭ

rogawaformation , butthesourcemayexistinthefaultrunning

inN70ー EdirectionintheNiitokorogawaformationbelow.
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